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令和５年２月７日

第1３回 今後の自動車事故対策勘定のあり方に関する検討会
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令和5年４月から実際に自動車ユーザーが負担する自賠責保険料について

令和５年１月20日の自賠責審議会において、令和５年４月からの自賠責保険料は、自家用乗用車において、
被害者支援対策・事故防止対策に充てる賦課金を含めても現行より1,200円引き下げる答申

車 種 （本土・１年契約） 改定前
（R３.4.1～R５.3.31）

改定後 （R５.4.1～） 改定額

自家用普通乗用 １２,７０0円 １１,５０0円 △1,200円

バス（営業用） ３７,８３0円 3１,９２0円 △５,９１０円

法人タクシー（A区分） ９３,１２0円 ７８,1０0円 △１５，０２０円

トラック(営業用普通貨物２トン超) ２８,３８0円 ２４,１０0円 △４，２８０円

小型二輪自動車 ７，２７０円 ７,０１０円 △２６０円

原動機付自転車 ７,０７0円 ６,９１0円 △１６０円

令和５年度自賠責保険料改定の具体的内容



今後の効果検証に係る検討会のイメージ
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報告

自賠責審議会(金融庁に設置、例年１月に開催）

被害者保護増進等事業に関する検討会（仮称）

会長 自賠審会長の兼務 副会長 WG座長

委員

・学識経験者 ・公益代表委員 ・被害者・遺族代表委員 ・ユーザー代表委員

全面的に公開

・被害者・遺族代表委員 ・ユーザー代表委員

WG意見を反映

被害者保護増進等事業の効果検証に関するワーキンググループWG（仮称）

座長 学識経験者

一部公開

● 衆・参附帯決議を踏まえて「関係団体などの意見を踏まえ、第三者による客観的な視点で行う」毎年の
事業の効果検証体制を整える



令和５年４月の改正自賠法の施行に向けた広報について～ポータルサイトの開設～
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被害者への情報提供の強化、自動車ユーザーの理解促進を図る観点から、負担を求めている他の制度に
おける広報の例にならったポータルサイトを作成し、国交省HP内で２月３日に公表

【新たなポータルサイトの開設】

制度改正を踏まえ、被害者支援や事故防止対策の取組み、賦課金制度等の財源を簡潔にわかりやすい紹介するＨＰを
国交省HP内に新設（令和５年２月３日リリース）

被害者支援対策や事故防止対策、今般の制度改正の周知を徹底するため、
ＳＮＳにおける広告やマスメディアとの連携・活用による周知を実施
（令和５年2月以降順次開始）

SNS広告の例
（Twitter）

令和4年度補正予算を活用し、今回の制度改正に対する自動車ユーザーの理解促進と被害者への情報
提供の充実を図ることにより、円滑な法施行に向けた環境づくりを推進

【SNSやマスメディアを活用した周知】

ポータルサイトの周知

チラシの配布

SNS等への広告

バナー広告 等

ポータルサイトの設置

クリック遷移
遷移元から最初に
アクセスするページ

・自賠責保険料が被害者等
支援・事故防止に用いられて
いることの紹介
・賦課金増の必要性の説明
及びご協力のお願い

さらに深い理解・発信

・自賠制度（自賠責保険（共済）・保障
事業・被害者等支援・事故防止対策）
の紹介
・自賠制度の財源の紹介
・R4自賠法改正の紹介 等



他機関・関係団体との連携等について～損保会社・共済団体と連携したポータルサイトへの誘引～
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全ての自動車ユーザーに接する機会をもつ、損保会社・共済団体にご協力をいただき、自動車ユーザーに
広く制度の内容や必要性について知っていただく取組を推進。

自動車ユーザーへの直接的なアプローチを図る観点から、自賠責保険・共済の契約時（新車購入時・車検時等）
にチラシを配布するほか、契約時に必ず交付する自賠責保険・共済証明書の裏面の活用した周知を実施

自賠責保険・共済契約時のチラシの配布

新車購入時・車検時等に被害者支援対策や事故
防止対策、今般の制度改正等について紹介する
チラシの配布を関係団体のご協力をいただき、
順次開始（令和５年２月下旬以降）

自賠責保険・共済証明書の裏面の活用

自賠責保険について
のご案内 全てのユーザーに

交付される書類

自動車事故の被害者支援や事故防止対策に
係る費用は、賦課金（自賠責保険料の一部）と
して自賠責保険に加入いただいている皆様に
ご負担いただいております。
(QRコードも掲載し、ポータルサイトに誘引)

今後、損保業界・共済団体のご協力を得て、新た
に自賠責保険（共済）契約者に交付される「自賠
責保険（共済）のご案内」を順次切り替え
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ナスバの交通安全・被害者支援等のイベント等への参画

警察との連携(例）

交通事故被害者サポート事業との連携強化

交通安全・被害者支援に関するイベント

運転免許更新の機会・場所の活用

春秋の交通安全運動イベント 犯罪被害者週間(11月）

ナスバが主催・参画してきたイベント等

連携

アセスメント展示 PAイベントでのブース出展

ナスバギャラリー展示（例：三越前駅）

警察庁が主催する交通事故被害者サポート事業において、国交省・ナスバによる連携を一層強化する方向
で検討

令和４年12月、国土交通省から警察庁に、自賠法改正に伴う周知活動への協力依頼を行い、警察庁から各都道府県警に
対して関係イベントへのナスバの参画、免許センター等での広報スペース提供等へ配慮するよう事務連絡を発出

運転免許更新に関わる機会
（例：免許センター・警察署・教習所）

・ ディスプレイ等での放映
・ イベント展示スペースとして活用

免許センター 従来は
・モーターショー
・整備業界の
イベント
等に出展

他機関・関係団体との連携等について～警察庁・都道府県警察との連携～


